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中小企業者持続化補助金

お問い合わせ
公益財団法人
石川県産業創出支援機構
成長プロジェクト推進部
新商品・サービス開発支援課
TEL：076-267-5551

ISICO（公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

令和6年能登半島地震に関する事業者向け情報 令和6年3月20日時点
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分類 制　　　度 概　　　要 お 問 合 せ 先受付締切補助金上限額

持続化補助金
（災害支援枠）

被災小規模事業者による販
路開拓等の事業再建に向け
た取り組みを補助。

200万円
補助率：2/3

小規模事業者持続化
補助金
〈災害支援枠（令和6
年能登半島地震）〉
HP

2次：4/26

国

伝統的工芸品
産業支援補助金
（災害復興事業）

伝統的工芸品（国指定）の製
造を再開するために必要な
下記の費用を補助。
❶設備・機器等の購入費及
　び修繕費
❷原材料の購入費及び型等
　の試作・製作費

1,000万円
補助率：3/4

国

2次：未定
経済産業省
中部経済産業局
産業部 製造産業課
052-951-2724

伝統工芸事業者
再建支援事業費
補助金

伝統的工芸品（県指定・稀少）
の製造を再開するために必要
な下記の費用を補助。
❶設備・機器等の購入費及
　び修繕費
❷原材料の購入費及び型等
　の試作・製作費

県

1,000万円
補助率：3/4 未定

石川県経営支援課
伝統産業振興室
076-225-1526

なりわい再建
支援補助金

設備や施設の復旧整備に係
る経費を補助。

15億円
補助率：3/4

なりわい再建支援補助金に関
するお問い合わせ先
0570-076-225

2次：4/1～
公募予定

県

中小企業者
持続化補助金
「災害支援枠
（令和6年能登
半島地震）」

被災中小企業者による販路
開拓等の事業再建に向けた
取り組みを補助。

200万円
補助率：1/2 1次：4/15

県
公益財団法人
石川県
産業創出支援機構
HP

商店街復旧
事業補助金

被災したアーケードや街路灯
等の復旧整備にかかる費用
及び、来街を妨害するよう
な障害物の除去費を補助。

上限額なし
補助率：3/4

1次：4/8
2次：5/10

商店街にぎわい
創出補助金

災害の影響により、来街者
数及び売上が減少した商店
街が実施する「にぎわい創出
の取組み」を定額補助。

100万円 3次：4/19

県

県

令和5年度予備費
「地域商業機能複合
化推進事業（被災商
店街等再建支援事
業）」HP

商店街にぎわい
創出事業補助金HP

令和6年能登半島地震により災害を受けた当所会員及び
小松市内の事業者の支援を行うため、「特別相談窓口」を
次のとおり設置しています。

令和6年能登半島地震による災害に関する特別相談窓口令和6年能登半島地震による災害に関する特別相談窓口

令和6年能登半島地震に　
関する事業者向け情報はこちら▶

令和6年能登半島地震に　
関する経営相談のご予約はこちら▶

相 談 方 法   小松商工会議所窓口・電話・オンライン
相 談 時 間   9：00～17：00（土・日・祝日をのぞく）
　　　　　　　オンラインは10：00～17：00
お問合せ先　小松商工会議所 中小企業相談所 経営支援課
　　　　　　　TEL：0761-21-3121

経営相談

本所では能登半島地震に関する事業者向け支援制度を
はじめ専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

相談場所●小松商工会議所  ☎0761-21-3121
ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・各種補助金や支援策に関する経
営相談窓口を設置しています。

【被災復旧について】
・補助金について教えて欲しい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労務管理】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。

資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和6年3月20日現在）

（5）

（2,680）

令和6年度（2月
末まで）認定実績

6　件

3,480万円

■マルケイ資金（内コロナ）
　無担保・無保証人
　 2,000万円（1,000万円）
　・利率 1.30％
　・期間 設備10年・運転7年

0　件

0万円

1　件

300万円

■創業者支援融資
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.6％以内
　・期間 7年

0　件

0万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.3％以内
　・期間 7年以内

1　件

1,840万円

■物価高騰対策等総合支援特別融資
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.00％以内
　・期間 10年

■新型コロナウイルス特別融資
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.0％以内
　・期間 15年以内

9　件

17,139万円

0　件

0万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率 1.8％以内
　・期間 5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

金融情報

2件     725万円
創業者分

3件     960万円
女性若者シニア分

14件 5,121万円
零　細　分

小松法律相談センター事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時 ： 4月4日、11日、18日、25日
　　　（毎週木曜日）
　　　13：00～15：50

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

予約制

記帳機械化
記帳機械化
委託事業所
募　集

■対象者（本所会員の個人事業者）
①従業員20名以下（商業・サービス業（宿泊業及び娯楽業除く）は5名以下）
②年間所得が400万円以下
③年間売上額3,000万円以下
④インターネットを利用して指定ソフト
（freee）へ伝票入力のできる方

●詳しくは、
　小松商工会議所
　経営支援課
☎0761-21-3121

災害支援枠（令和6年能登半島地震）
令和6年能登半島地震により被害を受け、事業再建に取組む中小企業者
の皆様を支援します。

申請受付期間：R6.3.6水～R6.4.15月  17時(必着)まで
補助額・補助率
❶自社の事業用資産に損壊等の直接的な被害があった事業者
　補助上限額 200万円　　補助率 １/２以内

※一定の要件を満たす事業者のみ、定額補助あり

❷令和6年能登半島地震に起因して、売上げ減少の間接的な被害が
　あった事業者
　補助上限額 100万円　　補助率 １/２以内

※本補助金の申請にあたっては、必ず最寄りの商工会・商工会議所に相談の上、
　事業計画策定支援を受けてください。

本補助金の詳細は　
こちらから▶
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3 小松商工会議所［2024.4］



ⅠⅢ

Ⅳ

Ⅱ

は
新
規
事
業

（単位：千円）

収入 支出
令和6年度
小松商工会議所収支予算

　
令
和
6
年
度
事
業
計
画
で
は
、
元
旦

に
発
生
し
た
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

で
の
被
災
事
業
者
の
事
業
再
建
の
サ
ポ

ー
ト
を
は
じ
め
、
地
域
の
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
経
営
環
境
の
改
善
と
経

営
基
盤
の
強
化
を
最
重
点
課
題
と
し
て

捉
え
、
引
き
続
き
積
極
的
に
産
業
振
興

策
を
推
進
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
国
土
強
靭
化
の
観
点
に
お
い

て
も
、
北
陸
新
幹
線
の
早
期
全
線
整
備

や
、
第
2
滑
走
路
整
備
を
始
め
と
す
る

小
松
空
港
の
充
実
、
国
道
3
6
0
号
（
飛

騨
地
域
〜
小
松
空
港
間
）
整
備
促
進
等

の
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進

の
ほ
か
、
駅
周
辺
や
空
港
周
辺
エ
リ
ア
の

活
用
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
等
、
さ

ら
な
る
産
業
基
盤
の
整
備
と
共
に
、
都

市
機
能
の
発
展
、
交
流
人
口
の
増
加
を

通
じ
た
地
域
活
性
化
に
向
け
、
引
き
続

き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
な
か
で
も
、「
新
幹
線
・
空
港
活
用
に

よ
る
地
域
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
各
施
策

の
推
進
と
共
に
「
新
会
館
建
設
構
想
」

を
取
り
ま
と
め
る
べ
く
活
動
を
継
続
し
、

活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
経
済
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
会
議
の
最
後
に
本
所
青
年
部

の
メ
ン
バ
ー
よ
り
、
3
月
13
日
〜
17
日
に

行
わ
れ
た
「
令
和
5
年
度
日
本
商
工
会

議
所
青
年
部
第
43
回
全
国
大
会
加
賀
能

登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大
会
」
に
ご
支

援
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
の
お
礼

と
、
無
事
開
催
さ
れ
た
こ
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

主
な
事
業
計
画

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
か
ら

の
復
旧
・
復
興
へ

１ 

被
災
事
業
者
の
事
業
再
建
を
サ
ポ
ー
ト

❶
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業
（
日

商
委
託
）

・
被
災
事
業
者
の
早
期
事
業
再
建
を
支
援

す
る
た
め
、
当
所
窓
口
に
中
小
企
業
診

断
士
等
を
配
置
。「
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
（
災
害
支
援
枠
）」
や
「
な
り

わ
い
再
建
支
援
補
助
金
」、「
雇
用
調
整

助
成
金
」
等
、
各
種
補
助
金
・
助
成
金
の

申
請
サ
ポ
ー
ト
対
応
を
行
う
。

❷
経
営
力
強
化
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
（
県
補
助
）

・
被
災
事
業
者
に
専
門
家
を
派
遣
し
、
事

業
者
の
声
を
丁
寧
に
聞
き
、
資
金
繰
り

な
ど
足
下
の
対
策
か
ら
、
早
期
の
業
績

回
復
や
将
来
の
成
長
に
向
け
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
。

会議の様子

議事の進行をする西会頭

　本
所
で
は
令
和
5
年
度
通
常
議
員
総
会
・
評
議

員
会
が
、
議
員
、
評
議
員
ら
76
名
の
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
、
令
和
6
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予

算
な
ど
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　  

復
旧・復
興
を
推
進

3月19日

令
和
５
年
度  

通
常
議
員
総
会・評
議
員
会

一般会計

交付金
負担金
6,000

中小企業相談所会計 会館会計 共済事業会計

❸
被
災
事
業
者
支
援
体
制
強
化
事
業

・
特
別
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
事
業
者
の

被
災
状
況
等
に
つ
い
て
、
国
・
県
・
市
等

に
報
告

・
行
政
や
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
市
内

事
業
者
向
け
に
説
明
会
や
相
談
会
を
開

催
等

❹
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

・被
災
等
に
よ
り
事
業
継
続
が
困
難
と
な
っ

た
事
業
者
に
対
し
、石
川
県
事
業
承
継・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
対

応
を
行
う
。

２ 

地
域
や
県
全
域
の
賑
わ
い
回
復
、
復

興
の
推
進

❶
震
災
復
旧
・
復
興
支
援
事
業

・
行
政
や
関
係
団
体
が
企
画
す
る
、
地
域

の
賑
わ
い
回
復
と
観
光
需
要
喚
起
に
向

け
た
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
（
合

同
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
、
展
示
会
・
商
談
会
等

を
想
定
）

❷
能
登
地
区
（
七
尾
商
工
会
議
所
）
へ
の

職
員
応
援
派
遣

・
石
川
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の一員
と
し

て
、
職
員
を
応
援
派
遣
し
、
特
に
被
害

の
大
き
か
っ
た
能
登
地
域
の
被
災
し
た
事

業
者
へ
の
支
援
を
行
う
。

厳
し
い
経
営
環
境
を
克
服
し
、

成
長
･
発
展
へ
の
実
現
支
援

〜
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
挑
戦
･

自
己
変
革
の
後
押
し
〜

１ 

対
話
と
傾
聴
を
重
視
し
た
伴
走
支
援
の

推
進

❶
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業
（
日

商
委
託
）

・
円
安
や
原
材
料
価
格
高
騰
な
ど
、
事
業
環

境
変
化
の
影
響
を
受
け
る
事
業
者
の
支
援

を
行
う
た
め
、
当
所
窓
口
に
中
小
企
業
診

断
士
等
を
配
置
。
各
種
補
助
金
・
助
成
金

の
申
請
サ
ポ
ー
ト
対
応
等
を
行
う
。

❷
経
営
力
強
化
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
（
県
補
助
）

・
資
金
繰
り
な
ど
の
足
下
の
対
策
か
ら
、

経
営
計
画
策
定
、
新
分
野
進
出
、
創
業

な
ど
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
前
向
き

な
取
組
み
を
行
う
事
業
者
に
対
し
、
専

門
家
を
派
遣
し
支
援
を
行
う
。

❸
制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備
事

業
（
日
商
委
託
）

・
税
制
や
法
改
正
等
に
伴
う
諸
課
題
に
対

し
て
、
事
業
者
が
円
滑
に
対
応
で
き
る

よ
う
情
報
提
供
と
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

❹
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
（
再
掲
）

・
事
業
承
継
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、
個
別

相
談
、
石
川
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
等
連
携
に
よ
る
解
決

・
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
者
が
抱

え
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
の
実
施

２ 

Ｄ
Ｘ
化
に
取
組
む
事
業
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

❶
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
推
進
事
業
（
市
補
助
）

・
小
松
市
と
共
催
に
よ
る
、Ｄ
Ｘ
推
進
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

❷
経
営
力
強
化
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
（
県
補
助
）

・
業
務
効
率
や
人
手
不
足
解
消
、
海
外
展

開
な
ど
の
諸
課
題
に
対
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
る
実
現
を
望
む
事
業
者
に
対
し
、

専
門
家
を
派
遣
し
支
援
を
行
う
。

３ 

中
小
企
業
･
小
規
模
事
業
者
経
営
向

上
へ
の
対
策
事
業

❶
創
業
者
支
援

❷
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業

（
日
商
補
助
）

・（
仮
称
）
こ
ま
つ
地
域
創
造
塾
の
開
催

地
域
課
題
の
解
決
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

功
し
て
い
る
事
例
を
学
び
、
年
々
多
様

化
・
深
刻
化
す
る
地
域
課
題
の
解
決
と
共

に
、「
社
会
価
値
の
創
造（
地
域
活
性
化
）」

と
「
企
業
価
値
の
創
造
（
企
業
利
益
の

増
大
）」
を
狙
う
塾
を
、
若
手
経
営
者
等

を
対
象
に
開
催
す
る
。

・Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
活
動

小
珠
の
和
な
ど
民
間
事
業
者
連
携
に
よ

る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
活
動
、
出
向
宣
伝
等

・
農
商
工
連
携
商
談
会
（
お
店
で
マ
ル
シ
ェ
）

・
産
業
観
光
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
支
援

産
業
観
光
イ
ベ
ン
ト
（
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
モ
ノ

ヅ
ク
リ
エ
キ
ス
ポ
）
参
加
事
業
者
連
携
に

よ
り
誕
生
し
た
新
商
品
、
新
サ
ー
ビ
ス

の
販
路
開
拓
支
援

・
石
川
県
版
経
営
支
援
基
幹
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ

Ｉ
Ｚ
ミ
ル
）
の
本
格
運
用

・
経
営
発
達
支
援
計
画
の
評
価
・
改
善

❸
販
路
開
拓
支
援
事
業
（
助
成
金
）

・
小
規
模
事
業
者
に
よ
る
見
本
市
・
商
談
会

へ
の
出
展
助
成

・
商
店
街
空
き
店
舗
へ
出
店
す
る
事
業
者
に

対
し
助
成

❹
経
営
講
習
会
開
催

❺
制
度
融
資
の
斡
旋
及
び
推
薦

❻
利
子
補
給
（
移
住
創
業
者
向
け
）

❼
利
子
補
給
（
小
規
模
事
業
者
向
け
）

❽
記
帳
代
行
及
び
記
帳
継
続
指
導

❾
小
規
模
企
業
振
興
委
員
と
の
連
絡
会

10
各
種
調
査
研
究
・
情
報
収
集
の
強
化

11
啓
発
用
施
策
物
の
普
及

12
地
域
産
業
活
性
化
事
業

13
小
松
市
青
色
申
告
会
と
の
連
携 

４ 

働
き
方
改
革
、
恒
常
的
人
材
不
足
へ
の

対
応
、
外
国
人
材
、
女
性
等
の
活
躍

支
援

❶
働
き
方
改
革
推
進
支
援
事
業

・
求
人
に
活
用
可
能
な
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
。

小
松
市
で
働
く
こ
と
に
魅
力
が
あ
る
と

感
じ
る
も
の
と
し
て
製
作
。

❷
健
康
経
営
の
推
進

❸
労
働
事
情
実
態
調
査

５ 

海
外
展
開
等
新
た
な
市
場
に
挑
戦
す

る
支
援

❶
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
体
質
強
化
支
援
事
業

人
と
企
業
が
輝
く
地
域
の
創
造

〜
地
域
ぐ
る
み
の
地
方
創
生
の
実
現
〜

１ 

観
光
振
興
･
地
域
資
源
の
活
用
事
業

❶
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
実
施

❷
南
加
賀
商
工
観
光
推
進
事
業
（
南
加
賀
商

工
観
光
推
進
協
議
会
）

❸
歌
舞
伎
の
ま
ち
小
松
の
発
信

２ 

小
松
空
港
の
国
際
化
推
進
事
業

❶
近
隣
ア
ジ
ア
経
済
交
流

❷
国
内
・
国
際
線
拡
充
強
化
事
業
（
推
進

協
負
担
金
）

❸
小
松
空
港
活
性
化
事
業
（
石
川
県
負
担

金
）

❹
基
地
友
の
会
を
含
む
空
港
関
連
負
担
金

３ 

北
陸
新
幹
線
活
用
推
進
事
業

❶
北
陸
新
幹
線
活
用
推
進
事
業
（
開
業
関

連
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
画
）

❷
第
30
回
全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り
小
松
大

会
（
負
担
金
）

❸
県
民
推
進
会
議
・
陳
情
要
望
他

４ 

教
育
機
関
等
と
の
連
携
事
業

❶
公
立
小
松
大
学
と
の
連
携
（
産
学
連
携

海
外
研
修
）

❷
市
内
高
等
学
校
と
の
連
携

５ 

青
少
年
育
成
支
援
事
業

❶
小
松
勧
進
帳
高
校
野
球
交
流
試
合
の
実

施
6 

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
へ
の

対
応

❶
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
支
援

・
小
松
市
と
共
同
に
よ
る
事
業
者
向
け
計

画
策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー

・
事
業
者
向
け
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
配
布

新
た
な
時
代
の
商
工
会
議
所
へ

〜
信
頼
さ
れ
期
待
さ
れ
る
商
工
会
議
所
〜

１ 

地
域
に
根
ざ
す
商
工
会
議
所
活
動
事

業
❶
常
議
員
会
・
議
員
総
会
等
各
種
会
議

❷
委
員
会
部
会
活
動・調
査
研
究
費
助
成（
特

別
委
員
会
活
動
費
含
）

❸
青
年
部
・
女
性
会
活
動
の
充
実
･
強
化

❹
会
員
事
業
所
の
共
済
制
度
の
普
及
促
進

❺
原
産
地
証
明
等
貿
易
証
明
の
発
給

❻
ふ
る
さ
と
小
松
検
定

❼
遊
泉
寺
銅
山
も
の
が
た
り
パ
ー
ク
活
用

支
援
（
式
典
含
）

❽
フ
ロ
ー
ラ
ル
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
テ
ス
ト

❾
小
松
商
工
祭

10
こ
ま
つ
姫
御
前

11
コ
マ
ツ
オ
ー
プ
ン
支
援

12
イ
ベ
ン
ト
支
援
（
お
旅
ま
つ
り
、
お
っ

し
ょ
べ
ま
つ
り
、
木
場
潟
等
）

13
国
道
３
６
０
号
（
飛
騨
地
域
〜
小
松
空

港
間
）
推
進

14
基
地
立
地
商
工
会
議
所
懇
談
会

15
友
好
商
工
会
議
所
等
と
の
交
流
（
唐
津
）

16
会
報
発
行
・
会
員
向
け
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

の
発
信

17
簿
記
・
珠
算
・
福
祉
住
環
境
・
販
売
士
等

の
各
種
検
定
の
普
及
促
進

18
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員
表
彰
の
実
施

19
業
種
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

20
会
員
大
会
・
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等

21
会
員
増
強
活
動

22
法
定
台
帳
の
整
備

23
そ
の
他

・
日
本
商
工
会
議
所
・
石
川
県
商
工
会
議

所
連
合
会
等
と
の
連
携

・
小
松
市
・
市
議
会
お
よ
び
石
川
県
・
県
議

会
等
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

・
石
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
　
加
賀
サ
テ

ラ
イ
ト
と
の
連
携

・
石
川
県
・
小
松
市
・Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ・
金
融
機

関
と
の
連
携
強
化

・
職
員
の
資
質
向
上

２ 

商
工
会
議
所
会
館
の
管
理
運
営

❶
新
会
館
実
現
の
た
め
の
準
備

・
新
会
館
建
設
構
想
特
別
委
員
会
で
の
研

究
・
調
査
の
継
続

❷
事
務
局
内
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進

❸
老
朽
設
備
改
修
等
修
繕
工
事

❹
会
館
の
維
持
管
理
並
び
に
有
効
利
用
の

推
進
事
業

86,550

繰越金
7,000

事業収入
8,010

その他
4,810

その他 370
積立金 1,000

予備費 320 その他 1.160

積立金 6,000

事業費
3,680

その他
1,950

積立金
取崩し収入
7,500

事業収入
7,120

交付金負担額
4,450

会費
60,480

93,310

113,470

事業費
45,170

管理費
63,490

交付金
85,300 43,460

56,940

事業費
26,590

管理費
23,190

事業収入
43,460

190,200

173,110

管理費
28,480

受取
保険料
139,000

送金
保険料
139,000

事業収入
51,200

65,510

事業費
50,040

管理費
13,780

5 小松商工会議所［2024.4］ 4

令和5年度通常議員総会・評議員会 令和5年度通常議員総会・評議員会



ⅠⅢ

Ⅳ

Ⅱ

は
新
規
事
業

（単位：千円）

収入 支出
令和6年度
小松商工会議所収支予算

　
令
和
6
年
度
事
業
計
画
で
は
、
元
旦

に
発
生
し
た
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

で
の
被
災
事
業
者
の
事
業
再
建
の
サ
ポ

ー
ト
を
は
じ
め
、
地
域
の
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
経
営
環
境
の
改
善
と
経

営
基
盤
の
強
化
を
最
重
点
課
題
と
し
て

捉
え
、
引
き
続
き
積
極
的
に
産
業
振
興

策
を
推
進
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
国
土
強
靭
化
の
観
点
に
お
い

て
も
、
北
陸
新
幹
線
の
早
期
全
線
整
備

や
、
第
2
滑
走
路
整
備
を
始
め
と
す
る

小
松
空
港
の
充
実
、
国
道
3
6
0
号
（
飛

騨
地
域
〜
小
松
空
港
間
）
整
備
促
進
等

の
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進

の
ほ
か
、
駅
周
辺
や
空
港
周
辺
エ
リ
ア
の

活
用
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
等
、
さ

ら
な
る
産
業
基
盤
の
整
備
と
共
に
、
都

市
機
能
の
発
展
、
交
流
人
口
の
増
加
を

通
じ
た
地
域
活
性
化
に
向
け
、
引
き
続

き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
な
か
で
も
、「
新
幹
線
・
空
港
活
用
に

よ
る
地
域
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
各
施
策

の
推
進
と
共
に
「
新
会
館
建
設
構
想
」

を
取
り
ま
と
め
る
べ
く
活
動
を
継
続
し
、

活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
経
済
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
会
議
の
最
後
に
本
所
青
年
部

の
メ
ン
バ
ー
よ
り
、
3
月
13
日
〜
17
日
に

行
わ
れ
た
「
令
和
5
年
度
日
本
商
工
会

議
所
青
年
部
第
43
回
全
国
大
会
加
賀
能

登
の
國
い
し
か
わ
小
松
大
会
」
に
ご
支

援
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
の
お
礼

と
、
無
事
開
催
さ
れ
た
こ
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

主
な
事
業
計
画

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
か
ら

の
復
旧
・
復
興
へ

１ 

被
災
事
業
者
の
事
業
再
建
を
サ
ポ
ー
ト

❶
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業
（
日

商
委
託
）

・
被
災
事
業
者
の
早
期
事
業
再
建
を
支
援

す
る
た
め
、
当
所
窓
口
に
中
小
企
業
診

断
士
等
を
配
置
。「
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
（
災
害
支
援
枠
）」
や
「
な
り

わ
い
再
建
支
援
補
助
金
」、「
雇
用
調
整

助
成
金
」
等
、
各
種
補
助
金
・
助
成
金
の

申
請
サ
ポ
ー
ト
対
応
を
行
う
。

❷
経
営
力
強
化
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
（
県
補
助
）

・
被
災
事
業
者
に
専
門
家
を
派
遣
し
、
事

業
者
の
声
を
丁
寧
に
聞
き
、
資
金
繰
り

な
ど
足
下
の
対
策
か
ら
、
早
期
の
業
績

回
復
や
将
来
の
成
長
に
向
け
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
。

会議の様子

議事の進行をする西会頭

　本
所
で
は
令
和
5
年
度
通
常
議
員
総
会
・
評
議

員
会
が
、
議
員
、
評
議
員
ら
76
名
の
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
、
令
和
6
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予

算
な
ど
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　  

復
旧・復
興
を
推
進

3月19日

令
和
５
年
度  

通
常
議
員
総
会・評
議
員
会

一般会計

交付金
負担金
6,000

中小企業相談所会計 会館会計 共済事業会計

❸
被
災
事
業
者
支
援
体
制
強
化
事
業

・
特
別
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
事
業
者
の

被
災
状
況
等
に
つ
い
て
、
国
・
県
・
市
等

に
報
告

・
行
政
や
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
市
内

事
業
者
向
け
に
説
明
会
や
相
談
会
を
開

催
等

❹
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

・被
災
等
に
よ
り
事
業
継
続
が
困
難
と
な
っ

た
事
業
者
に
対
し
、石
川
県
事
業
承
継・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
対

応
を
行
う
。

２ 

地
域
や
県
全
域
の
賑
わ
い
回
復
、
復

興
の
推
進

❶
震
災
復
旧
・
復
興
支
援
事
業

・
行
政
や
関
係
団
体
が
企
画
す
る
、
地
域

の
賑
わ
い
回
復
と
観
光
需
要
喚
起
に
向

け
た
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
（
合

同
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
、
展
示
会
・
商
談
会
等

を
想
定
）

❷
能
登
地
区
（
七
尾
商
工
会
議
所
）
へ
の

職
員
応
援
派
遣

・
石
川
県
商
工
会
議
所
連
合
会
の一員
と
し

て
、
職
員
を
応
援
派
遣
し
、
特
に
被
害

の
大
き
か
っ
た
能
登
地
域
の
被
災
し
た
事

業
者
へ
の
支
援
を
行
う
。

厳
し
い
経
営
環
境
を
克
服
し
、

成
長
･
発
展
へ
の
実
現
支
援

〜
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
挑
戦
･

自
己
変
革
の
後
押
し
〜

１ 

対
話
と
傾
聴
を
重
視
し
た
伴
走
支
援
の

推
進

❶
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業
（
日

商
委
託
）

・
円
安
や
原
材
料
価
格
高
騰
な
ど
、
事
業
環

境
変
化
の
影
響
を
受
け
る
事
業
者
の
支
援

を
行
う
た
め
、
当
所
窓
口
に
中
小
企
業
診

断
士
等
を
配
置
。
各
種
補
助
金
・
助
成
金

の
申
請
サ
ポ
ー
ト
対
応
等
を
行
う
。

❷
経
営
力
強
化
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
（
県
補
助
）

・
資
金
繰
り
な
ど
の
足
下
の
対
策
か
ら
、

経
営
計
画
策
定
、
新
分
野
進
出
、
創
業

な
ど
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
前
向
き

な
取
組
み
を
行
う
事
業
者
に
対
し
、
専

門
家
を
派
遣
し
支
援
を
行
う
。

❸
制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備
事

業
（
日
商
委
託
）

・
税
制
や
法
改
正
等
に
伴
う
諸
課
題
に
対

し
て
、
事
業
者
が
円
滑
に
対
応
で
き
る

よ
う
情
報
提
供
と
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

❹
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
（
再
掲
）

・
事
業
承
継
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、
個
別

相
談
、
石
川
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
等
連
携
に
よ
る
解
決

・
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
者
が
抱

え
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
の
実
施

２ 
Ｄ
Ｘ
化
に
取
組
む
事
業
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

❶
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
推
進
事
業
（
市
補
助
）

・
小
松
市
と
共
催
に
よ
る
、Ｄ
Ｘ
推
進
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

❷
経
営
力
強
化
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
（
県
補
助
）

・
業
務
効
率
や
人
手
不
足
解
消
、
海
外
展

開
な
ど
の
諸
課
題
に
対
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
る
実
現
を
望
む
事
業
者
に
対
し
、

専
門
家
を
派
遣
し
支
援
を
行
う
。

３ 

中
小
企
業
･
小
規
模
事
業
者
経
営
向

上
へ
の
対
策
事
業

❶
創
業
者
支
援

❷
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業

（
日
商
補
助
）

・（
仮
称
）
こ
ま
つ
地
域
創
造
塾
の
開
催

地
域
課
題
の
解
決
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成

功
し
て
い
る
事
例
を
学
び
、
年
々
多
様

化
・
深
刻
化
す
る
地
域
課
題
の
解
決
と
共

に
、「
社
会
価
値
の
創
造（
地
域
活
性
化
）」

と
「
企
業
価
値
の
創
造
（
企
業
利
益
の

増
大
）」
を
狙
う
塾
を
、
若
手
経
営
者
等

を
対
象
に
開
催
す
る
。

・Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
活
動

小
珠
の
和
な
ど
民
間
事
業
者
連
携
に
よ

る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
活
動
、
出
向
宣
伝
等

・
農
商
工
連
携
商
談
会
（
お
店
で
マ
ル
シ
ェ
）

・
産
業
観
光
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
支
援

産
業
観
光
イ
ベ
ン
ト
（
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
モ
ノ

ヅ
ク
リ
エ
キ
ス
ポ
）
参
加
事
業
者
連
携
に

よ
り
誕
生
し
た
新
商
品
、
新
サ
ー
ビ
ス

の
販
路
開
拓
支
援

・
石
川
県
版
経
営
支
援
基
幹
シ
ス
テ
ム
（
Ｂ

Ｉ
Ｚ
ミ
ル
）
の
本
格
運
用

・
経
営
発
達
支
援
計
画
の
評
価
・
改
善

❸
販
路
開
拓
支
援
事
業
（
助
成
金
）

・
小
規
模
事
業
者
に
よ
る
見
本
市
・
商
談
会

へ
の
出
展
助
成

・
商
店
街
空
き
店
舗
へ
出
店
す
る
事
業
者
に

対
し
助
成

❹
経
営
講
習
会
開
催

❺
制
度
融
資
の
斡
旋
及
び
推
薦

❻
利
子
補
給
（
移
住
創
業
者
向
け
）

❼
利
子
補
給
（
小
規
模
事
業
者
向
け
）

❽
記
帳
代
行
及
び
記
帳
継
続
指
導

❾
小
規
模
企
業
振
興
委
員
と
の
連
絡
会

10
各
種
調
査
研
究
・
情
報
収
集
の
強
化

11
啓
発
用
施
策
物
の
普
及

12
地
域
産
業
活
性
化
事
業

13
小
松
市
青
色
申
告
会
と
の
連
携 

４ 

働
き
方
改
革
、
恒
常
的
人
材
不
足
へ
の

対
応
、
外
国
人
材
、
女
性
等
の
活
躍

支
援

❶
働
き
方
改
革
推
進
支
援
事
業

・
求
人
に
活
用
可
能
な
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
。

小
松
市
で
働
く
こ
と
に
魅
力
が
あ
る
と

感
じ
る
も
の
と
し
て
製
作
。

❷
健
康
経
営
の
推
進

❸
労
働
事
情
実
態
調
査

５ 

海
外
展
開
等
新
た
な
市
場
に
挑
戦
す

る
支
援

❶
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
体
質
強
化
支
援
事
業

人
と
企
業
が
輝
く
地
域
の
創
造

〜
地
域
ぐ
る
み
の
地
方
創
生
の
実
現
〜

１ 

観
光
振
興
･
地
域
資
源
の
活
用
事
業

❶
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
実
施

❷
南
加
賀
商
工
観
光
推
進
事
業
（
南
加
賀
商

工
観
光
推
進
協
議
会
）

❸
歌
舞
伎
の
ま
ち
小
松
の
発
信

２ 

小
松
空
港
の
国
際
化
推
進
事
業

❶
近
隣
ア
ジ
ア
経
済
交
流

❷
国
内
・
国
際
線
拡
充
強
化
事
業
（
推
進

協
負
担
金
）

❸
小
松
空
港
活
性
化
事
業
（
石
川
県
負
担

金
）

❹
基
地
友
の
会
を
含
む
空
港
関
連
負
担
金

３ 

北
陸
新
幹
線
活
用
推
進
事
業

❶
北
陸
新
幹
線
活
用
推
進
事
業
（
開
業
関

連
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
画
）

❷
第
30
回
全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り
小
松
大

会
（
負
担
金
）

❸
県
民
推
進
会
議
・
陳
情
要
望
他

４ 

教
育
機
関
等
と
の
連
携
事
業

❶
公
立
小
松
大
学
と
の
連
携
（
産
学
連
携

海
外
研
修
）

❷
市
内
高
等
学
校
と
の
連
携

５ 

青
少
年
育
成
支
援
事
業

❶
小
松
勧
進
帳
高
校
野
球
交
流
試
合
の
実

施
6 

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
へ
の

対
応

❶
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
支
援

・
小
松
市
と
共
同
に
よ
る
事
業
者
向
け
計

画
策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー

・
事
業
者
向
け
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
配
布

新
た
な
時
代
の
商
工
会
議
所
へ

〜
信
頼
さ
れ
期
待
さ
れ
る
商
工
会
議
所
〜

１ 

地
域
に
根
ざ
す
商
工
会
議
所
活
動
事

業
❶
常
議
員
会
・
議
員
総
会
等
各
種
会
議

❷
委
員
会
部
会
活
動・調
査
研
究
費
助
成（
特

別
委
員
会
活
動
費
含
）

❸
青
年
部
・
女
性
会
活
動
の
充
実
･
強
化

❹
会
員
事
業
所
の
共
済
制
度
の
普
及
促
進

❺
原
産
地
証
明
等
貿
易
証
明
の
発
給

❻
ふ
る
さ
と
小
松
検
定

❼
遊
泉
寺
銅
山
も
の
が
た
り
パ
ー
ク
活
用

支
援
（
式
典
含
）

❽
フ
ロ
ー
ラ
ル
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
テ
ス
ト

❾
小
松
商
工
祭

10
こ
ま
つ
姫
御
前

11
コ
マ
ツ
オ
ー
プ
ン
支
援

12
イ
ベ
ン
ト
支
援
（
お
旅
ま
つ
り
、
お
っ

し
ょ
べ
ま
つ
り
、
木
場
潟
等
）

13
国
道
３
６
０
号
（
飛
騨
地
域
〜
小
松
空

港
間
）
推
進

14
基
地
立
地
商
工
会
議
所
懇
談
会

15
友
好
商
工
会
議
所
等
と
の
交
流
（
唐
津
）

16
会
報
発
行
・
会
員
向
け
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

の
発
信

17
簿
記
・
珠
算
・
福
祉
住
環
境
・
販
売
士
等

の
各
種
検
定
の
普
及
促
進

18
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員
表
彰
の
実
施

19
業
種
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

20
会
員
大
会
・
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等

21
会
員
増
強
活
動

22
法
定
台
帳
の
整
備

23
そ
の
他

・
日
本
商
工
会
議
所
・
石
川
県
商
工
会
議

所
連
合
会
等
と
の
連
携

・
小
松
市
・
市
議
会
お
よ
び
石
川
県
・
県
議

会
等
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

・
石
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
　
加
賀
サ
テ

ラ
イ
ト
と
の
連
携

・
石
川
県
・
小
松
市
・Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ・
金
融
機

関
と
の
連
携
強
化

・
職
員
の
資
質
向
上

２ 

商
工
会
議
所
会
館
の
管
理
運
営

❶
新
会
館
実
現
の
た
め
の
準
備

・
新
会
館
建
設
構
想
特
別
委
員
会
で
の
研

究
・
調
査
の
継
続

❷
事
務
局
内
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進

❸
老
朽
設
備
改
修
等
修
繕
工
事

❹
会
館
の
維
持
管
理
並
び
に
有
効
利
用
の

推
進
事
業

86,550

繰越金
7,000

事業収入
8,010

その他
4,810

その他 370
積立金 1,000

予備費 320 その他 1.160

積立金 6,000

事業費
3,680

その他
1,950

積立金
取崩し収入
7,500

事業収入
7,120

交付金負担額
4,450

会費
60,480

93,310

113,470

事業費
45,170

管理費
63,490

交付金
85,300 43,460

56,940

事業費
26,590

管理費
23,190

事業収入
43,460

190,200

173,110

管理費
28,480

受取
保険料
139,000

送金
保険料
139,000

事業収入
51,200

65,510

事業費
50,040

管理費
13,780

5 小松商工会議所［2024.4］ 4

令和5年度通常議員総会・評議員会 令和5年度通常議員総会・評議員会



information

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況DIは、コスト増による
需要停滞で、悪化続く
先行きは、人手不足と物価
高の長期化で慎重な見方

●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

　
▲
12
．9（
前
月
比
▲
1
．5
ポ
イ
ン
ト
）

　小
売
業
は
、
消
費
者
の
買
い
控
え
は
継

続
す
る
も
の
の
、
好
調
な
百
貨
店
が
け
ん

引
し
、
改
善
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
飲

食
・
宿
泊
業
を
中
心
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回

復
の
恩
恵
を
受
け
る
も
、
人
手
不
足
や
コ

ス
ト
増
が
下
押
し
し
、
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ

た
。
建
設
業
は
、
公
共
工
事
が
下
支
え
す

る
も
、
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
等
で
力
強

さ
を
欠
い
た
。
ま
た
、
製
造
業
は
、
企
業

の
コ
ス
ト
負
担
増
に
よ
る
設
備
投
資
の
足

踏
み
を
受
け
、
機
械
器
具
関
係
等
の
需
要

減
で
悪
化
し
、
卸
売
業
で
も
、
こ
れ
ら
の

需
要
減
に
よ
る
取
引
減
少
で
悪
化
し
た
。 

物
価
が
高
止
ま
り
す
る
中
、
円
安
や
人
材

確
保
に
向
け
た
賃
上
げ
等
、
コ
ス
ト
増
が

重
荷
と
な
っ
て
い
る
。
深
刻
な
人
手
不
足

や
価
格
転
嫁
等
の
構
造
的
な
課
題
も
山
積

し
て
お
り
、
中
小
企
業
の
業
況
は
悪
化
が

続
い
た
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

　
▲
13
．6（
今
月
比
▲
0
．7
ポ
イ
ン
ト
）

　新
年
度
を
見
据
え
た
人
流
の
増
加
に
よ

る
個
人
消
費
の
拡
大
や
、
企
業
の
新
た
な

設
備
投
資
等
の
取
組
み
へ
の
期
待
感
が
う

か
が
え
る
。 

一
方
、
深
刻
な
人
手
不
足
に

よ
る
受
注
機
会
の
損
失
や
、
長
引
く
物
価

高
に
よ
る
買
い
控
え
の
継
続
な
ど
、
国
内

需
要
の
停
滞
が
懸
念
さ
れ
る
。
コ
ス
ト
増

が
継
続
す
る
中
、
持
続
的
な
賃
上
げ
に
向

け
た
労
務
費
を
含
む
価
格
転
嫁
の
推
進
や

生
産
性
向
上
、
人
材
確
保
な
ど
の
対
応
す

べ
き
課
題
が
多
く
、
先
行
き
は
慎
重
な
見

方
と
な
っ
て
い
る
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　北
陸
信
越
は
、
悪
化
。
サ
ー
ビ
ス
業
で

は
、
能
登
半
島
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
観

光
客
の
減
少
お
よ
び
地
元
住
民
の
外
出
控

え
が
継
続
し
て
お
り
、
飲
食
店
を
は
じ
め

と
す
る
幅
広
い
事
業
者
に
お
い
て
、
売
上
・

採
算
が
悪
化
し
た
。
製
造
業
で
は
、
地
震

の
発
生
に
伴
う
需
要
減
に
よ
り
、
飲
食
料

品
関
係
を
中
心
に
売
上
が
悪
化
し
た
。
今

後
は
観
光
支
援
策
「
北
陸
応
援
割
」
の
実

施
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
観
光
業
の
回
復

お
よ
び
地
域
経
済
へ
の
好
影
響
の
波
及
を

期
待
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

全産業合計
の業況DI値

月の

▲12.9

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲19.4 ▲17.9 ▲13.6 ▲29.4

2
詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内
金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.4％

1.7％

163万人

（前月2.4％）

（10～12月期）

（前月156万人）

1.27倍

1.68倍

1.19倍

（前月1.27倍）

（前月1.71倍）［原数値]

（前月1.27倍）[原数値]

1.88倍 1.92倍 1.41倍 1.48倍 1.16倍

雇
用
情
報

１
月

景況天気予報 LOBO調査

〒923-0921 小松市土居原町10-10 TEL（0761）21-8000

��� ���������������������
�������

税務署からのお知らせです。
令和6年能登半島地震に際し、被災された皆様方に心からお見舞い申し上げます。
地震による被害を受けられた方に、税制上の措置についてお知らせいたします。
　今般の地震による被害に関して、所得税及び復興特別所得税の減免に係る特例措置を内容とする「令和6年能
登半島地震災害の被災者に係る所得税法及び災害被害者に対する租税の減免、徴収猶予等に関する法律の臨時
特例に関する法律」が、令和6年2月21日に公布・施行されております。
　今般の災害により住宅や家財等の資産について損失が生じたときは、令和5年分の所得において、その損失
の金額を雑損控除の適用対象とすることができるなどの特例が適用できます。
　また、石川県及び富山県にお住まいの方は申告等の期限が延長されております
ので、状況が落ち着き次第、税務署へご相談ください。

　災害に関する各種税制措置の詳細は、国税庁ホームページをご確認ください。

協会けんぽ石川支部の
　　　　　　 加入者・事業主の皆さまへ
協会けんぽ石川支部の
　　　　　　 加入者・事業主の皆さまへ

健康保険料について健康保険料について
令和6年3月分（4月納付分）から健康保険料率が変更となります。

　加入者の皆さまの医療と健康を支えるため、保険料のご負担
につきまして、何卒ご理解賜りますようお願いいたします。
　なお、保険料率の変更に伴い、給与からの控除額をご変更く
ださいますよう併せてお願いいたします。

健診について健診について
■令和5年4月から生活習慣病予防健診の自己負担額を軽減しました。
令和6年度 自己負担額　最高 5,282円
■令和6年4月より付加健診の対象年齢が拡大されます。
　生活習慣病予防健診に追加して、より詳細な検査を受診できる付加
　健診の対象年齢が現行の40歳、50歳に加え、45歳、55歳、60歳、
　65歳、70歳も対象になります。
　加入者お一人おひとりの健康への取組みが保険料率の上昇を抑え
る大きな力になります。ご協力のほどよろしくお願いいたします。

健康保険料率
〈石川支部〉
介護保険料率
〈全国一律〉

9.66％

1.82％

9.94％

1.60％

現行 令和6年3月分～

協会けんぽ石川支部 金沢市南町４－５５ ＷＡＫＩＴＡ金沢ビル９階　企画総務グループ TEL：076-264-7200（音声ガイダンス④）

令和6年能登半島地震義援金のお礼と報告令和6年能登半島地震義援金のお礼と報告
　今般の能登半島地震によって被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　小松商工会議所では、能登半島地震により甚大な被害を受けられた七尾、輪島、珠洲の３商
工会議所管内の一日も早い復旧・復興を支援することを目的に、会員企業の皆さまに義援金の
募集を行いました。
　3月19日までにお寄せいただいた義援金の総額が11,391,681円となりました。
　皆様よりいただいたご寄付に小松商工会議所からの義援金を加え、石川県商工会議所連合
会を経由し、被災地の３（七尾・輪島・珠洲）商工会議所へ送金し、被災事業者の事業再開、
被災商工会議所の再建、観光回復等に活用させていただきます。
　皆様の温かいご支援、ご協力に心より感謝申し上げます。ご協力ありがとうございました。

令和6年度

雇用保険料率のご案内

※園芸サービス、牛馬の育成、酪農、
養鶏、養豚、内水面養殖および
特定の船員を雇用する事業につ
いては一般の事業の率が適用さ
れます。

詳しくは厚生労働省の
HPをご確認ください

負担率

事業
の種類

一般の事業

建設の事業

農林水産・清酒
製造の事業

①労働者負担
（失業等給付・
育児休業給付の
保険料率のみ）

②事業主負担 失業等給付・
育児休業給付
の保険料率

雇用保険二事
業の保険料率

①+②
雇用保険料率

6/1,000

7/1,000

7/1,000

6/1,000

7/1,000

7/1,000

9.5/1,000

11.5/1,000

11.5/1,000

3.5/1,000

3.5/1,000

4.5/1,000

15.5/1,000

17.5/1,000

18.5/1,000

令和6年4月1日から令和7年3月31日までの雇用保険料率は以下の通りです。（令和5年度と同率です。）
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information

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況DIは、コスト増による
需要停滞で、悪化続く
先行きは、人手不足と物価
高の長期化で慎重な見方

●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

　
▲
12
．9（
前
月
比
▲
1
．5
ポ
イ
ン
ト
）

　小
売
業
は
、
消
費
者
の
買
い
控
え
は
継

続
す
る
も
の
の
、
好
調
な
百
貨
店
が
け
ん

引
し
、
改
善
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
は
、
飲

食
・
宿
泊
業
を
中
心
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回

復
の
恩
恵
を
受
け
る
も
、
人
手
不
足
や
コ

ス
ト
増
が
下
押
し
し
、
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ

た
。
建
設
業
は
、
公
共
工
事
が
下
支
え
す

る
も
、
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
等
で
力
強

さ
を
欠
い
た
。
ま
た
、
製
造
業
は
、
企
業

の
コ
ス
ト
負
担
増
に
よ
る
設
備
投
資
の
足

踏
み
を
受
け
、
機
械
器
具
関
係
等
の
需
要

減
で
悪
化
し
、
卸
売
業
で
も
、
こ
れ
ら
の

需
要
減
に
よ
る
取
引
減
少
で
悪
化
し
た
。 

物
価
が
高
止
ま
り
す
る
中
、
円
安
や
人
材

確
保
に
向
け
た
賃
上
げ
等
、
コ
ス
ト
増
が

重
荷
と
な
っ
て
い
る
。
深
刻
な
人
手
不
足

や
価
格
転
嫁
等
の
構
造
的
な
課
題
も
山
積

し
て
お
り
、
中
小
企
業
の
業
況
は
悪
化
が

続
い
た
。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

　
▲
13
．6（
今
月
比
▲
0
．7
ポ
イ
ン
ト
）

　新
年
度
を
見
据
え
た
人
流
の
増
加
に
よ

る
個
人
消
費
の
拡
大
や
、
企
業
の
新
た
な

設
備
投
資
等
の
取
組
み
へ
の
期
待
感
が
う

か
が
え
る
。 

一
方
、
深
刻
な
人
手
不
足
に

よ
る
受
注
機
会
の
損
失
や
、
長
引
く
物
価

高
に
よ
る
買
い
控
え
の
継
続
な
ど
、
国
内

需
要
の
停
滞
が
懸
念
さ
れ
る
。
コ
ス
ト
増

が
継
続
す
る
中
、
持
続
的
な
賃
上
げ
に
向

け
た
労
務
費
を
含
む
価
格
転
嫁
の
推
進
や

生
産
性
向
上
、
人
材
確
保
な
ど
の
対
応
す

べ
き
課
題
が
多
く
、
先
行
き
は
慎
重
な
見

方
と
な
っ
て
い
る
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　北
陸
信
越
は
、
悪
化
。
サ
ー
ビ
ス
業
で

は
、
能
登
半
島
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
観

光
客
の
減
少
お
よ
び
地
元
住
民
の
外
出
控

え
が
継
続
し
て
お
り
、
飲
食
店
を
は
じ
め

と
す
る
幅
広
い
事
業
者
に
お
い
て
、
売
上
・

採
算
が
悪
化
し
た
。
製
造
業
で
は
、
地
震

の
発
生
に
伴
う
需
要
減
に
よ
り
、
飲
食
料

品
関
係
を
中
心
に
売
上
が
悪
化
し
た
。
今

後
は
観
光
支
援
策
「
北
陸
応
援
割
」
の
実

施
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
観
光
業
の
回
復

お
よ
び
地
域
経
済
へ
の
好
影
響
の
波
及
を

期
待
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

全産業合計
の業況DI値

月の

▲12.9

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲19.4 ▲17.9 ▲13.6 ▲29.4

2
詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内
金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.4％

1.7％

163万人

（前月2.4％）

（10～12月期）

（前月156万人）

1.27倍

1.68倍

1.19倍

（前月1.27倍）

（前月1.71倍）［原数値]

（前月1.27倍）[原数値]

1.88倍 1.92倍 1.41倍 1.48倍 1.16倍

雇
用
情
報

１
月

景況天気予報 LOBO調査

〒923-0921 小松市土居原町10-10 TEL（0761）21-8000
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税務署からのお知らせです。
令和6年能登半島地震に際し、被災された皆様方に心からお見舞い申し上げます。
地震による被害を受けられた方に、税制上の措置についてお知らせいたします。
　今般の地震による被害に関して、所得税及び復興特別所得税の減免に係る特例措置を内容とする「令和6年能
登半島地震災害の被災者に係る所得税法及び災害被害者に対する租税の減免、徴収猶予等に関する法律の臨時
特例に関する法律」が、令和6年2月21日に公布・施行されております。
　今般の災害により住宅や家財等の資産について損失が生じたときは、令和5年分の所得において、その損失
の金額を雑損控除の適用対象とすることができるなどの特例が適用できます。
　また、石川県及び富山県にお住まいの方は申告等の期限が延長されております
ので、状況が落ち着き次第、税務署へご相談ください。

　災害に関する各種税制措置の詳細は、国税庁ホームページをご確認ください。

協会けんぽ石川支部の
　　　　　　 加入者・事業主の皆さまへ
協会けんぽ石川支部の
　　　　　　 加入者・事業主の皆さまへ

健康保険料について健康保険料について
令和6年3月分（4月納付分）から健康保険料率が変更となります。

　加入者の皆さまの医療と健康を支えるため、保険料のご負担
につきまして、何卒ご理解賜りますようお願いいたします。
　なお、保険料率の変更に伴い、給与からの控除額をご変更く
ださいますよう併せてお願いいたします。

健診について健診について
■令和5年4月から生活習慣病予防健診の自己負担額を軽減しました。
令和6年度 自己負担額　最高 5,282円
■令和6年4月より付加健診の対象年齢が拡大されます。
　生活習慣病予防健診に追加して、より詳細な検査を受診できる付加
　健診の対象年齢が現行の40歳、50歳に加え、45歳、55歳、60歳、
　65歳、70歳も対象になります。
　加入者お一人おひとりの健康への取組みが保険料率の上昇を抑え
る大きな力になります。ご協力のほどよろしくお願いいたします。

健康保険料率
〈石川支部〉
介護保険料率
〈全国一律〉

9.66％

1.82％

9.94％

1.60％

現行 令和6年3月分～

協会けんぽ石川支部 金沢市南町４－５５ ＷＡＫＩＴＡ金沢ビル９階　企画総務グループ TEL：076-264-7200（音声ガイダンス④）

令和6年能登半島地震義援金のお礼と報告令和6年能登半島地震義援金のお礼と報告
　今般の能登半島地震によって被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　小松商工会議所では、能登半島地震により甚大な被害を受けられた七尾、輪島、珠洲の３商
工会議所管内の一日も早い復旧・復興を支援することを目的に、会員企業の皆さまに義援金の
募集を行いました。
　3月19日までにお寄せいただいた義援金の総額が11,391,681円となりました。
　皆様よりいただいたご寄付に小松商工会議所からの義援金を加え、石川県商工会議所連合
会を経由し、被災地の３（七尾・輪島・珠洲）商工会議所へ送金し、被災事業者の事業再開、
被災商工会議所の再建、観光回復等に活用させていただきます。
　皆様の温かいご支援、ご協力に心より感謝申し上げます。ご協力ありがとうございました。

令和6年度

雇用保険料率のご案内

※園芸サービス、牛馬の育成、酪農、
養鶏、養豚、内水面養殖および
特定の船員を雇用する事業につ
いては一般の事業の率が適用さ
れます。

詳しくは厚生労働省の
HPをご確認ください

負担率

事業
の種類

一般の事業

建設の事業

農林水産・清酒
製造の事業

①労働者負担
（失業等給付・
育児休業給付の
保険料率のみ）

②事業主負担 失業等給付・
育児休業給付
の保険料率

雇用保険二事
業の保険料率

①+②
雇用保険料率

6/1,000

7/1,000

7/1,000

6/1,000

7/1,000

7/1,000

9.5/1,000

11.5/1,000

11.5/1,000

3.5/1,000

3.5/1,000

4.5/1,000

15.5/1,000

17.5/1,000

18.5/1,000

令和6年4月1日から令和7年3月31日までの雇用保険料率は以下の通りです。（令和5年度と同率です。）
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会議所の動き 会議所の動き

新入社員教育講座 3/7・83/7・8 総務企画委員会 3/53/5

挨拶する吉原委員長 委員会の様子 講座の様子 講師の岡田早代子氏

　
本
所
で
は
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
を

学
ぶ
新
入
社
員
教
育
講
座
を
開
催
。8
事
業
所
よ
り
18
名
が
参
加
し

た
。

　
講
師
は
、
オ
フ
ィ
ス
ウ
イ
リ
ン
グ
代
表
の
岡
田
早
代
子
氏
が
務
め
、
社
会

人
と
し
て
の
ル
ー
ル
や
基
本
的
な
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　
受
講
者
は
、
1
日
目
は
社
会
人
と
し
て
望
ま
れ
る
意
識
と
行
動
、
挨
拶

や
言
葉
遣
い
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
名
刺
交
換
の
際
の
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
演
習
を
行
っ
た
。
2
日
目
は
、
電
話
応
対
や
来
客
訪
問
時
の
接
遇
、

来
客
対
応
に
つ
い
て
、
ま
た
、Ｅ
メ
ー
ル
の
マ
ナ
ー
や
仕
事
の
進
め
方
と
い
っ

た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
を
、
実
習
を
通
し
て
学
ん
だ
。

　
受
講
者
か
ら
は
、
2
日
間
で
社
会
人
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
を
沢
山
学
べ

た
。
こ
れ
ら
を
吸
収
し
実
践
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
具
体
的

な
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
様
々
な
人
と
関
わ
り
意
見

を
聞
く
こ
と
が
で
き
勉
強
に
な
っ
た
。
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
吉
原
慎
吾
）委
員
15
名

は
、委
員
会
を
開
催
し
、3
月
12
日
開
催
の
本
所
常
議
員
会
に
て

審
議
す
る
令
和
6
年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算
等
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

　
事
業
計
画
で
は
能
登
半
島
地
震
の
被
災
事
業
者
の
事
業
再
建
支
援

の
ほ
か
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者
に

対
し
、
国
・
県
・
市
の
事
業
を
最
大
限
に
活
用
し
た
伴
走
型
支
援
の
推

進
、
経
営
向
上
に
向
け
た
支
援
に
引
き
続
き
重
点
が
置
か
れ
た
。
ま

た
、
新
幹
線
・
空
港
活
用
の
各
施
策
の
推
進
と
共
に
、「
新
会
館
建
設

構
想
」を
取
り
ま
と
め
る
べ
く
研
究
・
調
査
活
動
を
継
続
す
る
と
し
た
。

　
事
業
計
画
と
収
支
予
算
に
つ
い
て
事
務
局
が
説
明
を
行
い
、
協
議

の
結
果
、
す
べ
て
の
案
件
に
つ
い
て
全
会一致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
今
回
協
議
さ
れ
た
案
件
は
、
3
月
12
日
の
常
議
員
会
と
、
3
月
19

日
の
通
常
議
員
総
会
に
て
審
議
さ
れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
を
学
ぶ

令
和
６
年
度
新
規
事
業
等
を
協
議

観光文化委員会 3/43/4

ＩＲいしかわ鉄道㈱の廣瀬氏、中氏、浅野氏委員会の様子

　
本
所
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
中
嶋
浩
）で
は
、3
月
4
日
ゲ

ス
ト
に
Ｉ
Ｒ
石
川
鉄
道
株
式
会
社
の
浅
野
経
営
戦
略
室
長
並
び
に
廣

瀬
主
任
主
事
、総
務
企
画
課
の
中
主
任
企
画
員
を
迎
え
委
員
会
を
開

催
し
た
。

　
Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄
道
株
式
会
社
で
は
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
〜
敦
賀
間
開
業

に
合
わ
せ
、
3
月
16
日
に
大
聖
寺
駅
〜
金
沢
駅
間
の
運
行
を
開
始
し
、
県
内

全
線
開
業
と
な
る
。
全
線
開
業
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
か
ら
Ｉ
Ｒ
に
変
わ
っ
た
後
の
運
賃

や
ダ
イ
ヤ
、
新
幹
線
と
の
接
続
な
ど
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
運
行
本
数
に
つ
い
て
は
、
通
勤
・
通
学
時
間
帯
に
お
い
て
、
大
聖
寺
〜
金

沢
間
及
び
金
沢
〜
津
幡
間
の
列
車
各
4
本
な
ど
計
9
本
を
増
発
し
利
便
性
向

上
を
図
る
。
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
と
の
接
続
に
配
慮
し
、
二
次
交
通
と
し
て

利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
と
す
る
。
始
発
･
最
終
の
新
幹
線
と
の
接
続
の
た
め
、

増
便
や
発
車
時
刻
の
繰
り
下
げ
を
行
う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄
道
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ「
い
し
て
つ
愛
あ
ー
る
ク
ラ

ブ
」の
協
賛
店
募
集
に
つ
い
て
ご
案
内
が
あ
っ
た
。

Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄
道
の
取
組
み
に
つ
い
て

常議員会 3/123/12

会議の様子 挨拶する西会頭

　
本
所
で
は
3
月
12
日
、正
副
会
頭・常
議
員・監
事
ら
25

名
出
席
の
も
と
常
議
員
会
を
開
催
し
、令
和
6
年
度
事
業

計
画
や
収
支
予
算
等
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
今
回
の
事
業
計
画
で
は
、
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
か
ら
の

復
旧
・
復
興
支
援
と
し
て
の
被
災
事
業
者
支
援
体
制
の
強
化
事

業
の
他
、
若
手
経
営
者
等
を
対
象
と
し
た（
仮
称
）こ
ま
つ
地
域

創
造
塾
の
開
催
な
ど
の
事
業
が
新
た
に
追
加
さ
れ
、
新
会
館
実

現
の
た
め
の
準
備
と
し
て
研
究
、
調
査
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
も

盛
り
込
ま
れ
た
。

　
ま
た
、
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
市
内
事
業
者
の
被

災
状
況
に
つ
い
て
、
事
業
者
か
ら
の
相
談
内
容
や
被
害
概
算
額

の
他
、
主
な
支
援
施
策
の
概
要
や
申
請
状
況
を
報
告
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
3

月
19
日
の
通
常
議
員
総
会
・
評
議
員
会
に
上
程
さ
れ
た
。

令
和
６
年
度
事
業
計
画・収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議

お世話になった先生と記念撮影

 
谷
口
　
奈
穂
 

和
田
　
花

 
谷
口
　
瑞
穂
 

太
田
　
仁
菜

出
口
　
愛
海
 

猪
俣
　
実
生
 
横
田
　
朱
香
 
鈴
木
　
結
菜

早
松
　
優
菜
 
辻
池
　
紗
英
 
山
口
　
瑚
小
奈
 
表
　
優
莉
奈

柴
辻
　
爽
斗
 
森
　
　
千
咲
 
粟
生
　
向
葵
 
宮
下
　
萌
愛

小
泉
　
璃
幸
 
唐
澤
　
奈
穂
 
島
畑
　
柚
希
 
大
田
　
理
咲

太
田
　
羽
奏
 
巽
　
　
来
都
 
吉
田
　
湊
飛
 

北
　
華
瑠
良
 
稲
手
　
俊
太
 
井
戸
　
琉
空
斗
 
　
　
　
順
不
同

　
3
月
10
日
、
本
所
に
て
一
般
社
団
法
人
日
本
珠
算
連
盟
優
良
生
徒
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
令
和
5

年
度
小
松
珠
算
連
盟
優
良
生
徒
表
彰
式
を
開
催
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
連
盟
に
加
盟
す
る
珠
算
塾
に
お
い
て
日
商
珠
算
能
力
検
定
1
級
合
格
者
や
他
の
生
徒

の
模
範
と
な
る
生
徒
に
日
本
珠
算
連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
本
年
度
は
26
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

令
和
５
年
度 

小
松
珠
算
連
盟
　

優
良
生
徒
表
彰
式

令
和
５
年
度 

小
松
珠
算
連
盟
　

優
良
生
徒
表
彰
式

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

被
表
彰
者
26
名

　広島のソウルフードといえばお好み焼きです。お好み焼きにまつわる面白い話を聞きました。広島県民のお好み焼き愛は強く、コ
ロナ禍でお店での飲食が難しくなった時期には、テイクアウトの利用が大きく増えました。しかし、ここに新たな問題が生じました。
　広島のお好み焼きは、キャベツも生地に練り込んで焼く大阪のお好み焼きとは違い、薄く焼かれた生地の上にキャベツをたっぷり
山盛りにのせてつくります。この大量のキャベツから出る水分量がとても多いのです。熱々のお好み焼きをプラスチックの容器に入
れて持ち帰ると、ふたに付いた湯気が水滴となって下に落ち、薄い生地に染みてしまいます。せっかくつくりたてを買っても、食べ
るときには全体がべちゃべちゃになってしまうのです。
　この問題を解決するために、お好み焼き専用の持ち帰り容器を開発した会社があります。
　プラスチックや紙などさまざまな素材で食品パッケージをつくる株式会社シンギ（広島市）が開発したのは、サトウキビの搾りか
すを原材料にした厚手のボール紙のような素材です。これを成形し、ふたには湯気が水滴化しないように適度な吸湿性を持たせ、底
にも水滴がたまらないような構造を取り入れました。
　この容器は熱や低温にも強く、テイクアウトの用途だけでなく、冷凍にしたお好み焼きの容器として、通販や県外での販売にもひ
と役買っています。東京にある広島県のアンテナショップでもこの容器を採用したお好み焼きが買えます。
　容器・包装資材が広域の運搬に対して商品の価値を保つ例は、ほかにもあります。例えば、高知県はニラの生産量と出荷量が日本
一ですが、京阪神や関東圏など大消費地から遠く離れています。せっかく良いものをつくっても、それが消費者のもとへほかの産地
と競争力を保った状態で届かないとビジネスにはなりません。
　そこで、高知県が主導して開発したのが、出荷するときにニラを包む筒状のプラスチックフィルムを工夫して鮮度を保つ技術でし
た。収穫したニラをこのフィルムに入れて封をする際に、ニラから出る炭酸ガスの量を制御できるようなシール法を開発しました。
これによって、鮮度を保てる期間が延びたため、京阪神はもとより、首都圏まで高知のニラは届けられています。また最近ではこの
フィルム自体をさらに薄くして使い勝手を高め、技術を進化させています。
　流通業界を圧迫する２０２４年問題もあって、おいしいものをおいしい状態を保ったままどうやって消費者の元へ届けるかは、大
きな課題でもあり、さまざまな素材やシーンで新しい提案が求められている分野です。また、通信販売や出前配送（デリバリー）な
どでは、消費者の食卓まで、出来上がったものをつくり手が届けることも求められています。
　消費者はより高度なものを求め、ますますわがままになります。モノやサービスを届ける事業者にはとても厳しい状況ですが、逆
にいえばそこにビジネスチャンスがあるのです。

日経ＢＰ総合研究所　上席研究員　渡辺　和博

渡辺　和博／わたなべ・かずひろ
　日経BP総合研究所 上席研究員。1986年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。同年日本経済新聞社入社。IT分野、経営分野、コン
シューマ分野の専門誌編集部を経て現職。全国の自治体・商工会議所などで地域活性化や名産品開発のコンサルティング、講演を実施。消費
者起点をテーマにヒット商品育成を支援している。著書に『地方発ヒットを生む　逆算発想のものづくり』（日経BP社）。

「おいしさ運ぶ容器も進化している」

 お問合せ
石川県中小企業団体中央会　商業支援課
TEL：076-267-7711

開催日時　令和６年 ４月１８日（木）
　　　　　１３時３０分～
場　　所　小松商工会議所３階　３０５・３０６号室
制度説明機関
•石川県
•（公財）石川県産業創出支援機構
•（一社）石川県鉄工機電協会
•石川県信用保証協会
•㈱商工組合中央金庫
•㈱日本政策金融公庫
※事前申し込みは不要です。
共催　石川県商工会議所連合会
　　　石川県商工会連合会

小 松 会 場

令和６年度
中小企業制度融資説明会
開催のご案内
中小企業制度融資説明会
開催のご案内
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会議所の動き 会議所の動き

新入社員教育講座 3/7・83/7・8 総務企画委員会 3/53/5

挨拶する吉原委員長 委員会の様子 講座の様子 講師の岡田早代子氏

　
本
所
で
は
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
を

学
ぶ
新
入
社
員
教
育
講
座
を
開
催
。8
事
業
所
よ
り
18
名
が
参
加
し

た
。

　
講
師
は
、
オ
フ
ィ
ス
ウ
イ
リ
ン
グ
代
表
の
岡
田
早
代
子
氏
が
務
め
、
社
会

人
と
し
て
の
ル
ー
ル
や
基
本
的
な
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　
受
講
者
は
、
1
日
目
は
社
会
人
と
し
て
望
ま
れ
る
意
識
と
行
動
、
挨
拶

や
言
葉
遣
い
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
名
刺
交
換
の
際
の
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
演
習
を
行
っ
た
。
2
日
目
は
、
電
話
応
対
や
来
客
訪
問
時
の
接
遇
、

来
客
対
応
に
つ
い
て
、
ま
た
、Ｅ
メ
ー
ル
の
マ
ナ
ー
や
仕
事
の
進
め
方
と
い
っ

た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
を
、
実
習
を
通
し
て
学
ん
だ
。

　
受
講
者
か
ら
は
、
2
日
間
で
社
会
人
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
を
沢
山
学
べ

た
。
こ
れ
ら
を
吸
収
し
実
践
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
具
体
的

な
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
様
々
な
人
と
関
わ
り
意
見

を
聞
く
こ
と
が
で
き
勉
強
に
な
っ
た
。
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
吉
原
慎
吾
）委
員
15
名

は
、委
員
会
を
開
催
し
、3
月
12
日
開
催
の
本
所
常
議
員
会
に
て

審
議
す
る
令
和
6
年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算
等
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

　
事
業
計
画
で
は
能
登
半
島
地
震
の
被
災
事
業
者
の
事
業
再
建
支
援

の
ほ
か
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者
に

対
し
、
国
・
県
・
市
の
事
業
を
最
大
限
に
活
用
し
た
伴
走
型
支
援
の
推

進
、
経
営
向
上
に
向
け
た
支
援
に
引
き
続
き
重
点
が
置
か
れ
た
。
ま

た
、
新
幹
線
・
空
港
活
用
の
各
施
策
の
推
進
と
共
に
、「
新
会
館
建
設

構
想
」を
取
り
ま
と
め
る
べ
く
研
究
・
調
査
活
動
を
継
続
す
る
と
し
た
。

　
事
業
計
画
と
収
支
予
算
に
つ
い
て
事
務
局
が
説
明
を
行
い
、
協
議

の
結
果
、
す
べ
て
の
案
件
に
つ
い
て
全
会一致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
今
回
協
議
さ
れ
た
案
件
は
、
3
月
12
日
の
常
議
員
会
と
、
3
月
19

日
の
通
常
議
員
総
会
に
て
審
議
さ
れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
を
学
ぶ

令
和
６
年
度
新
規
事
業
等
を
協
議

観光文化委員会 3/43/4

ＩＲいしかわ鉄道㈱の廣瀬氏、中氏、浅野氏委員会の様子

　
本
所
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
中
嶋
浩
）で
は
、3
月
4
日
ゲ

ス
ト
に
Ｉ
Ｒ
石
川
鉄
道
株
式
会
社
の
浅
野
経
営
戦
略
室
長
並
び
に
廣

瀬
主
任
主
事
、総
務
企
画
課
の
中
主
任
企
画
員
を
迎
え
委
員
会
を
開

催
し
た
。

　
Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄
道
株
式
会
社
で
は
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
〜
敦
賀
間
開
業

に
合
わ
せ
、
3
月
16
日
に
大
聖
寺
駅
〜
金
沢
駅
間
の
運
行
を
開
始
し
、
県
内

全
線
開
業
と
な
る
。
全
線
開
業
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
か
ら
Ｉ
Ｒ
に
変
わ
っ
た
後
の
運
賃

や
ダ
イ
ヤ
、
新
幹
線
と
の
接
続
な
ど
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
運
行
本
数
に
つ
い
て
は
、
通
勤
・
通
学
時
間
帯
に
お
い
て
、
大
聖
寺
〜
金

沢
間
及
び
金
沢
〜
津
幡
間
の
列
車
各
4
本
な
ど
計
9
本
を
増
発
し
利
便
性
向

上
を
図
る
。
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
と
の
接
続
に
配
慮
し
、
二
次
交
通
と
し
て

利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ
と
す
る
。
始
発
･
最
終
の
新
幹
線
と
の
接
続
の
た
め
、

増
便
や
発
車
時
刻
の
繰
り
下
げ
を
行
う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄
道
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ「
い
し
て
つ
愛
あ
ー
る
ク
ラ

ブ
」の
協
賛
店
募
集
に
つ
い
て
ご
案
内
が
あ
っ
た
。

Ｉ
Ｒ
い
し
か
わ
鉄
道
の
取
組
み
に
つ
い
て

常議員会 3/123/12

会議の様子 挨拶する西会頭

　
本
所
で
は
3
月
12
日
、正
副
会
頭・常
議
員・監
事
ら
25

名
出
席
の
も
と
常
議
員
会
を
開
催
し
、令
和
6
年
度
事
業

計
画
や
収
支
予
算
等
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
今
回
の
事
業
計
画
で
は
、
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
か
ら
の

復
旧
・
復
興
支
援
と
し
て
の
被
災
事
業
者
支
援
体
制
の
強
化
事

業
の
他
、
若
手
経
営
者
等
を
対
象
と
し
た（
仮
称
）こ
ま
つ
地
域

創
造
塾
の
開
催
な
ど
の
事
業
が
新
た
に
追
加
さ
れ
、
新
会
館
実

現
の
た
め
の
準
備
と
し
て
研
究
、
調
査
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
も

盛
り
込
ま
れ
た
。

　
ま
た
、
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
市
内
事
業
者
の
被

災
状
況
に
つ
い
て
、
事
業
者
か
ら
の
相
談
内
容
や
被
害
概
算
額

の
他
、
主
な
支
援
施
策
の
概
要
や
申
請
状
況
を
報
告
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
3

月
19
日
の
通
常
議
員
総
会
・
評
議
員
会
に
上
程
さ
れ
た
。

令
和
６
年
度
事
業
計
画・収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議

お世話になった先生と記念撮影
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　広島のソウルフードといえばお好み焼きです。お好み焼きにまつわる面白い話を聞きました。広島県民のお好み焼き愛は強く、コ
ロナ禍でお店での飲食が難しくなった時期には、テイクアウトの利用が大きく増えました。しかし、ここに新たな問題が生じました。
　広島のお好み焼きは、キャベツも生地に練り込んで焼く大阪のお好み焼きとは違い、薄く焼かれた生地の上にキャベツをたっぷり
山盛りにのせてつくります。この大量のキャベツから出る水分量がとても多いのです。熱々のお好み焼きをプラスチックの容器に入
れて持ち帰ると、ふたに付いた湯気が水滴となって下に落ち、薄い生地に染みてしまいます。せっかくつくりたてを買っても、食べ
るときには全体がべちゃべちゃになってしまうのです。
　この問題を解決するために、お好み焼き専用の持ち帰り容器を開発した会社があります。
　プラスチックや紙などさまざまな素材で食品パッケージをつくる株式会社シンギ（広島市）が開発したのは、サトウキビの搾りか
すを原材料にした厚手のボール紙のような素材です。これを成形し、ふたには湯気が水滴化しないように適度な吸湿性を持たせ、底
にも水滴がたまらないような構造を取り入れました。
　この容器は熱や低温にも強く、テイクアウトの用途だけでなく、冷凍にしたお好み焼きの容器として、通販や県外での販売にもひ
と役買っています。東京にある広島県のアンテナショップでもこの容器を採用したお好み焼きが買えます。
　容器・包装資材が広域の運搬に対して商品の価値を保つ例は、ほかにもあります。例えば、高知県はニラの生産量と出荷量が日本
一ですが、京阪神や関東圏など大消費地から遠く離れています。せっかく良いものをつくっても、それが消費者のもとへほかの産地
と競争力を保った状態で届かないとビジネスにはなりません。
　そこで、高知県が主導して開発したのが、出荷するときにニラを包む筒状のプラスチックフィルムを工夫して鮮度を保つ技術でし
た。収穫したニラをこのフィルムに入れて封をする際に、ニラから出る炭酸ガスの量を制御できるようなシール法を開発しました。
これによって、鮮度を保てる期間が延びたため、京阪神はもとより、首都圏まで高知のニラは届けられています。また最近ではこの
フィルム自体をさらに薄くして使い勝手を高め、技術を進化させています。
　流通業界を圧迫する２０２４年問題もあって、おいしいものをおいしい状態を保ったままどうやって消費者の元へ届けるかは、大
きな課題でもあり、さまざまな素材やシーンで新しい提案が求められている分野です。また、通信販売や出前配送（デリバリー）な
どでは、消費者の食卓まで、出来上がったものをつくり手が届けることも求められています。
　消費者はより高度なものを求め、ますますわがままになります。モノやサービスを届ける事業者にはとても厳しい状況ですが、逆
にいえばそこにビジネスチャンスがあるのです。

日経ＢＰ総合研究所　上席研究員　渡辺　和博

渡辺　和博／わたなべ・かずひろ
　日経BP総合研究所 上席研究員。1986年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。同年日本経済新聞社入社。IT分野、経営分野、コン
シューマ分野の専門誌編集部を経て現職。全国の自治体・商工会議所などで地域活性化や名産品開発のコンサルティング、講演を実施。消費
者起点をテーマにヒット商品育成を支援している。著書に『地方発ヒットを生む　逆算発想のものづくり』（日経BP社）。

「おいしさ運ぶ容器も進化している」

 お問合せ
石川県中小企業団体中央会　商業支援課
TEL：076-267-7711

開催日時　令和６年 ４月１８日（木）
　　　　　１３時３０分～
場　　所　小松商工会議所３階　３０５・３０６号室
制度説明機関
•石川県
•（公財）石川県産業創出支援機構
•（一社）石川県鉄工機電協会
•石川県信用保証協会
•㈱商工組合中央金庫
•㈱日本政策金融公庫
※事前申し込みは不要です。
共催　石川県商工会議所連合会
　　　石川県商工会連合会

小 松 会 場

令和６年度
中小企業制度融資説明会
開催のご案内
中小企業制度融資説明会
開催のご案内
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■事業内容　パソコン・スマホ教室
　　　　　　（初心者・シニア向け）
■所在地　   小松市三日市町41
　　　　　　（旧ラブシンヤ ２階）
■定休日　　水曜日・日曜日
■営業時間　9時～16時
■無料体験ご予約受付時間　9時～18時
■TEL　　   0761-48-4846
■ホームページ

代表　山根　美奈

パソコン教室ふぁんネット

華
つ
う
し
ん
No.303

女
性
会

会員事業所紹介
　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
に
て
実
施
し
て

お
り
ま
す「
使
用
済
み
切
手
」お
よ
び「
書
き
損

じ
は
が
き
」の
回
収
事
業
に
つ
い
て
、
皆
様
に

お
持
ち
い
だ
い
た
切
手
・
は
が
き
を
3
月
15

日（
金
）に
社
会
福
祉
法
人
小
松
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
寄
附
し
ま
し
た
。

　
寄
附
し
た
切
手
・
は
が
き
は
、
収
集
団
体

に
送
ら
れ
、
切
手
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
加

工
さ
れ
、
社
会
啓
発
活
動
や
、
開
発
途
上
国

の
子
ど
も
達
を
守
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
は
切
手
・
は
が
き
合
わ
せ
て

約
10
㎏
を
回
収
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

本
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
事
業
は
女
性
会
事
業
と
し
て
今

度
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
３
月
８
日（
金
）市
内
に
て
、
小
松
商
工
会

議
所
女
性
会
親
睦
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 
28
名
が
参
加
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

「
使
用
済
み
切
手
」「
書
き
損
じ
は
が
き
」の
回
収
に

　
　
　ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

親
睦
懇
親
会
を
開
催

たくさんの切手・はがきをお持ちいただき、ありがとうございましたたくさんの切手・はがきをお持ちいただき、ありがとうございました親睦懇親会を開催親睦懇親会を開催

無
料
体
験
受
付
中

（
お
電
話
な
ど
で
の
ご
予
約
が
必
要
）

お
友
達
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

（
ご
紹
介
者
、
新
規
入
会
者
と
も
に

2
、
0
0
0
円
の
商
品
券
進
呈
）

100
回
同
じ
こ
と
を
聞
か
れ
て
も
笑
顔
で
お
答
え
い
た
し
ま
す
！

　「
パ
ソ
コ
ン
教
室
ふ
ぁ
ん
ネ
ッ
ト
」は

〝
笑
顔
あ
ふ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
〞「
100

回
同
じ
こ
と
を
聞
か
れ
て
も
笑
顔
で
お

答
え
い
た
し
ま
す
」が
モ
ッ
ト
ー
の
超
初

心
者
・
シ
ニ
ア
の
方
向
け
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
で
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
へ
の
学
習
意
欲
を
尊
重
し

つ
つ
、楽
し
い
居
場
所
と
な
る
よ
う
な
、

雰
囲
気
と
空
間
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、レ
ッ
ス
ン
と
は
別
に
健
康
イ
ベ
ン

ト
・
物
販
イ
ベ
ン
ト
・
新
年
会
な
ど
の

様
々
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
の
レ
ッ
ス
ン
は
個
別
指
導

で
、お
客
様
個
々
の
進
み
具
合（
ペ
ー

ス
）に
合
わ
せ
、誰
と
比
べ
る
こ
と
な
く

安
心
し
て
受
講
い
た
だ
け
ま
す
。
レ
ッ

ス
ン
で
使
用
し
て
い
る
タ
イ
ピ
ン
グ
ソ

フ
ト
は
、タ
イ
ピ
ン
グ
の
練
習
の
他
に
、

脳
ト
レ
ゲ
ー
ム
も
出
来
、認
知
症
対
策

に
も
な
り
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
の
レ
ッ
ス
ン
で
も
、お
客
様

個
々
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
、マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
じ
っ
く
り
と
レ
ッ
ス
ン
い
た
し
ま
す
。

　
レ
ッ
ス
ン
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、お
客
様

の
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
ご
予
約
い
た
だ

け
ま
す
。
レ
ッ
ス
ン
コ
ー
ス
も
簡
単
に

変
更
で
き
ま
す
の
で
、曜
日
や
時
間
に

縛
ら
れ
ず
気
軽
に
受
講
い
た
だ
け
ま
す
。

　
レ
ッ
ス
ン
の
合
間
の
休
憩
時
間
に
は

コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
、お
菓
子
な
ど
を
無

料
で
提
供
し
て
お
り
、世
間
話
や
情
報

交
換
な
ど
、楽
し
く
お
過
ご
し
い
た
だ

け
ま
す
。

　
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「パソコン教室」の
のぼり旗が目印！

個別対応で自分のペース
で学んでいただけます レッスンの様子

ＪＲ小松駅
至金沢→

立体
駐車場前

末広 猫橋

無料駐車場完備しております。
パソコン教室専用駐車場【12台】

無料駐車場完備しております。
パソコン教室専用駐車場【12台】

竜助町

小松駅前土居原中央●旧小松
大和

●

小
松

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

★
ふぁんネット
パソコン教室
ふぁんネット
パソコン教室

（　　印は一方通行）

P三日市
駐車場

PP 【7台】
【5台】

パソコン教室専用駐車場

掲
載
希
望
事
業
所

募
集
中
!!

掲
載
希
望
事
業
所

募
集
中
!!

会
員
事
業
所

　
　紹
介
コ
ー
ナ
ー

　
本
所
会
報
で
は
、毎
号
、

会
員
事
業
所
の
皆
様
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
は
無
料
で
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

※

掲
載
は
お
申
し
込
み
受

付
順
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

　
小
松
商
工
会
議
所

　
総
務・事
業
課

　
☎
0
7
6
1-

21-

3
1
2
1

掲載
無料
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■事業内容　パソコン・スマホ教室
　　　　　　（初心者・シニア向け）
■所在地　   小松市三日市町41
　　　　　　（旧ラブシンヤ ２階）
■定休日　　水曜日・日曜日
■営業時間　9時～16時
■無料体験ご予約受付時間　9時～18時
■TEL　　   0761-48-4846
■ホームページ

代表　山根　美奈
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小
松
商
工
会
議
所 

会 

報 

4
月
号（
7
2
1
号
）

令
和
6
年
3
月
30
日
発
行（
毎
月
30
日
発
行
）

編
集
・
発
行
　
小
松
商
工
会
議
所 

〒
９
２
３

－

８
５
６
６ 

小
松
市
園
町
ニ
１
番
地

　
　
　
　
　
　
☎
０
７
６
１
・
21
・
３
１
２
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
６
１
・
21
・
３
１
２
０

令和6年度  小松商工会議所各種検定試験  日程表令和6年度  小松商工会議所各種検定試験  日程表

日
本
商
工
会
議
所
検
定
試
験

検　定　名 級 試験日 申込期間 合格発表 受験料（税込み）

簿　　記

第167回 1級 6月9日（日） 4月22日（月）〜
5月10日（金）

8月上旬

1級：8,800円
2級：5,500円
3級：3,300円

2・3級 6月24日（月）

第168回 1級 11月17日（日） 9月30日（月）〜
10月18日（金）

令和7年1月中旬
2・3級 12月2日（月）

第169回 2・3級 令和7年2月23日（日） 令和7年1月6日（月）〜
1月25日（金）

令和7年
3月10日（月）

◦簿記検定はインターネット申込もできます。詳細は小松商工会議所ホームページにて。　https://komatsu-cci.or.jp

検　定　名 級 試験日 申込期間 合格発表 受験料（税込み）

珠　　算
（そろばん）

第231回 1〜6級 6月23日（日） 5月7日（火）〜
5月21日（火） 1級：	 2,800円	

2級：	 2,000円	
3級：	 1,800円	
4〜6級：	1,200円

第232回 1〜6級 10月27日（日） 9月9日（月）〜
9月24日（火）

第233回 1〜6級 令和7年2月9日（日） 12月16日（月）〜
令和7年1月7日（火）

簿記２級・３級、
簿記初級・原価計算初級
★日商ネット試験★

各試験会場による ☆日商ネット試験のお申込みは下記試験会場に
　直接お申込みください。

1級：5,500円
2級：3,320円
初級：2,200円

日商PC検定	
（文章作成）	
（データ活用）	
★日商ネット試験★

1級
10月6日(日)

各試験会場による

☆日商ネット試験のお申込みは下記試験会場に
　直接お申込みください。

1級：	 11,000円	
2級： 7,700円	
3級： 5,500円	
Basic:	 4,400円

令和7年2月16日(日)
2級 各試験会場による
3級 各試験会場による
Basic 各試験会場による

日商プログラミング
★日商ネット試験★

EXPERT
STANDARD
BASIC
ENTRY

各試験会場による ☆日商ネット試験のお申込みは下記試験会場に
　直接お申込みください。

EXPERT:	6,600円
STANDARD：	5,500円	
BASIC:	 4,400円
ENTRY:	 3,300円

★【日商ネット試験】日商PC、簿記2級・3級、簿記初級・原価計算初級・日商プログラミング会場★
◦㈲ドリームカレッジ　〒923-0043　小松市一針町ホ47番地　TEL:21-8700　http://www.dream-college.com
◦石川県内の商工会議所ネット試験施行機関は日本商工会議所検定試験ウェブサイトにて。
　https://links.kentei.ne.jp/organization/17/all
■日本商工会議所検定「リテールマーケティング（販売士）検定」はネット試験方式です。
受験を希望される方は、日本商工会議所検定試験ウェブサイトをご覧ください。　https://www.kentei.ne.jp

東
京
商
工
会
議
所
検
定
試
験

◦IBT(受験者ご自身のPC・インターネット環境を利用し行う試験)またはCBT（テストセンターのPCで行う試験）の
　2つの試験方式で施行しています。申込みはインターネット受付のみです。

検　定　名 級 試験期間 申込期間 受験料

カラーコーディネーター アドバンス・
スタンダード

6月21日〜7月8日
10月25日〜11月11日

5月17日〜5月28日
9月20日〜10月1日

アドバンス	7,700円
スタンダード	5,500円

ビジネス実務法務 ２・３級 6月21日〜7月8日
10月25日〜11月11日

5月17日〜5月28日
9月20日〜10月1日

２級　7,700円
３級　5,500円

ビジネスマネージャー ー 6月21日〜7月8日
10月25日〜11月11日

5月17日〜5月28日
9月20日〜10月1日 7,700円

福祉住環境コーディネーター ２・３級 7月12日〜8月1日
11月15日〜12月5日

6月7日〜6月18日
10月11日〜10月22日

２級　7,700円
３級　5,500円

環境社会（eco） ー 7月12日〜8月1日
11月15日〜12月5日

6月7日〜6月18日
10月11日〜10月22日 5,500円

ＣＢＴ（テストセンターのＰＣで行う試験）方式のみでの施行
検　定　名 級 試験日 申込期間 受験料

ビジネス実務法務
1級

12月8日（日）
11月5日〜11月12日 9,900円

+CBT利用料2,200円福祉住環境コーディネーター 12月15日（日）

◦CBT選択の場合、上記の受験料に別途CBT利用料2,200円がかかります。
◦石川県内のCBT試験会場一覧　https://sites.google.com/view/cbt-ishikawa
◦令和6年度より「団体申込」（3名以上）の会員割引（受験料5％割引・会員限定）が開始されます。
　団体申込の申込期間は上記個人申込期間より約1か月程早くなっておりますので早めにご準備ください。
　団体申込の場合は、小松商工会議所	TEL:21-3121	または	E-mail:kabuki@komatsu-cci.or.jp	まで。
◦申込&詳細は、東京商工会議所検定試験情報にて。　https://kentei.tokyo-cci.or.jp

【お問合せ先】 小松商工会議所 総務・事業課 検定係　TEL:21-3121　FAX:21-3120　https://komatsu-cci.or.jp/exam


